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はじめに
本論では,上方浮世絵の出版を扱う版元の活動がどのようなものであったかを明らかにする
手がかりとして,大坂の版元である天満屋喜兵衛の動向について,検 討を加えていきたい。
上方浮世絵 とは,江戸時代後期から明治時代にかけて,主 に大坂を中心 とした上方の地で版
行 された浮世絵版画を指している1。上方浮世絵の画題は,ほ とん どが役者絵であることから,
上方浮世絵 とは上方役者絵を主 に指す。上方浮世絵へ登場する役者 も大坂を中心 とした歌舞伎
芝居への出演者が多 く,道頓堀にて行われた歌舞伎芝居の図が多い。上方浮世絵の特性を捉え
る上では,歌舞伎との関係が欠かせない。そのため,これまで歌舞伎研究の視点からの論考は
行われてきたが,大坂の浮世絵版元についての詳 しい研究はまだされていないと言える。本論
では,大坂の版元の活動を捉える為に,版元 と絵師の関係を手がか りとしていきたい。
本論 にて取 り上げる天満屋喜兵衛は,文 化13年(1816)頃から幕末にかけて,上 方浮世絵
の版行を行 っていることが確認できている。上方浮世絵史上における活動期間が長きにわたっ
ている点で,上方の代表的な版元 としてあげることが出来る。天保の改革(1842)により,
役者絵などの一枚摺の制作や売買が禁止され,上方浮世絵の制作には5年の空白期間が生 じて
いる。その際,改 革以前に出版を行 っていた版元のほとん どが姿を消し,空白後には新 しい版
元が登場 している。そのような流れの中にあって,天 満屋喜兵衛が,空 自の前後をとお して浮
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世絵制作を行っている点は,上方浮世絵の版元 として特筆すべきものであると考えられる。さ
らに,上方浮世絵は画題のほとんどが歌舞伎の役者を描いた役者絵であり,美人画や風景画な
どの役者絵以外の浮世絵が少ないという特徴を持 っているが,天 満屋喜兵衛から出版された浮
世絵には,役者絵以外の画題をも見ることが出来る。
そこで天満屋喜兵衛の浮世絵出版について,版元 と絵師の関係の関係から考察 し,上方にお
ける浮世絵出版の状況を明らかにして行きたい。
1.これまでの版元研究
上方浮世絵を扱う版元の研究は,こ れまであまりなされておらず,当 時の詳 しい状況は不明
である。上方には江戸のように,浮世絵出版を対象とする組合や仲間のようなものは無 く,そ
のため江戸のように浮世絵に検閲が行われず,改 印が付けられていない。 この状況が版元の実
態解明を難 しくし,上方浮世絵の版元に関する研究があまりされていないのが現状である。上
方浮世絵の場合,浮世絵の画面の中にほとんどの版元が屋号の印を以て示 している。 しかし,
個々の版元についてのそれ以上の情報を浮世絵の画面か ら得 ることはできない。つまり,一部
の版行数の多い版元を除き,屋号す ら判明 していない版元が多数存在 している状況である。
上方では,浮世絵出版に関して何か問題が起こったときには大坂の本屋仲間が仲裁に入って
いた。本屋とは版本の出版や販売を行 う版元であり,歌舞伎関係の読み物や浮世絵などの出版
を扱う草紙屋とは別の扱いであった。 しか し,大坂の本屋の組合 「大坂本屋仲間」の記録 「大
坂本屋仲間記録』には,浮世絵出版に関して訴訟が行われている記述がある。 この点について,
松平進氏は,『大坂本屋仲間記録』の記述を利用 して,上 方浮世絵の初期における版元の研究
を行っている2。松平氏の研究から次の点が明 らか となった。
1.上方での色摺 り版画は,京都の絵師と版元によって,合羽摺 りの方法で始あられた。
2。天明以後の役者絵の版行は,従来の京都と代わって,大 阪(坂)中 心に動いている。
3.多色摺 りとなる浮世絵の初期出版における,大坂の草紙屋間の版権争 いについて,『大
坂本屋仲間記録』からその部分を抜粋。
上方浮世絵の版元全体に言及 した論考は,この松平氏の論文以外には見当たらず,また,個 々
の版元研究もほとんどおこなわれていない。本論で版元 として取 り上げる天満屋喜兵衛は,
『大坂本屋仲間記録』にも名を見ることができる。
天満屋喜兵衛の出版活動を追 う前に,天満屋喜兵衛が上方浮世絵師の丸丈斎国広と同一人物
であるとされている点について検証をしておきたい3。天満屋喜兵衛の版元としての活動を考
えるには,絵 師国広 との関係が重要である。
版元天満屋喜兵衛 と絵師国広が同一人物であるとされるようになった経緯については,以 下
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の松平氏の論をたどることができる。
1.松平進 「丸丈斎国広」「大阪の研究』(1970)から 「角屋所蔵上方絵浮世絵 について」
『角屋研究』(1990)において,国広作品のほとんどを手がけている点や戯作者平亭銀
鶏の著述に 「天満屋国広」 とある点などか ら,同一人物の可能性を示唆9。
2.松平進監修解説 「早稲田大学演劇博物館芝居絵図録4』(1995)にて 「国広は天満屋喜
兵衛その人と思われる」 とのみあり,以降同一人物説を採 る5。
3.さらに,同図録の英文において 「天満屋喜兵衛は広貞と思われる」とする。
4.松平進 『上方浮世絵の再発見』(1999)にて 「国広は天満屋喜兵衛 と同一人物である」
とする6。
つまり,松平氏の同一人物説を示した根拠 となる論証が,現在はっきりと確認できない。この
状況の中,これまで松平氏の説を踏襲 して同一人物説が挙げられてきたといえる。
また,同一人物説の根拠の一つとして,国広の浮世絵の作品のほとんどが天満屋喜兵衛から
出版 されていることを挙げている。 この点についても,上方においてはひとつの版元に極端に
偏って行われることは珍 しく,その点で天満屋喜兵衛 と国広の密接な関係が考えられ,同一人
物説へと通説化 したと考え られる。
さらに,1984年にアメリカ ・カルフォルニア州立大学大学美術館他で行われた広貞展の際
の図録 「HIROSADA;OSAKAPRINTMAKER』の中でロジャーキース氏は,天 満屋喜
兵衛の版元としての後継者が上方浮世絵師の歌川貞広であるとしている。国広 と天満屋喜兵衛
の関係については述べられていないが,版 元と絵師が同一人物である可9GH」一を示唆している。
本論においてこれらの同一人物説は,同一か否かは別として,絵師国広 と貞広が版元である
天満屋喜兵衛と同一であるという説が存在する点が重要である。これ らの説の存在は,天満屋
喜兵衛と絵師の関係が版元の浮世絵出版の意図を捉える上で重要であることを示 している。天
満屋喜兵衛と国広及び貞広の関係を考察するために,天満屋喜兵衛と国広がどのような根拠を
以て同一人物と考えられてきたかを検証 しておきたい。
2.天満屋喜兵衛 と絵師国広の関係について
2-1絵 師国広との同一説
上方浮世絵の絵師は,経歴の不明な場合が多 く,国広 も詳 しい生没年等はわかっていない。
しかし,国広について語る資料がい くつか見 られる。まずそれらを確認 しておきたい。
国広の浮世絵制作は,文 化13年(1816)から天保8年(1837)頃までの約二十年間に渡 っ
て行われていたことが,現 存の浮世絵から確認できる。
国広の経歴を示す資料 として,まず 『銀鶏雑記』が挙げられる。『銀鶏雑記』 とは,江戸の
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戯作者である平亭銀鶏が大坂金城在番 として勤務 した天保5年(1834)8月から翌年8月 ま
での一年間に,大坂で戯作者などの文化人との交遊を しるしたものである。その中において,
国広の人物を次のように紹介 している7。
布袋町 浮世絵師 天満屋国広
此人浪花にては人の知たる古き画師也。本業は帳屋也。傍画をなぐさみとして又搨物を請
合て本業の助 とせ り。性風流を好みて文人と交る。酒を大量 にして日夜にのめども機嫌上
戸にて少 しも朋友とあ らそうことなく至て実攸のある人 にて無欲なり。諸国より遊歴人の
来るときは厚 く世話をやきて助けと成 り。実に称すべきの人畆 若年のころ紙屋に奉公 し
て居なが ら夜九 ッころより画をまなびしといへり。左 もあるべし。平 日の行いを見ても。
ここでは絵師の国広を紹介 しているが,号が浮世絵の落款に見える丸丈斎や瀧川ではなく,天
満屋となっていることが注 目される。ここで国広は浮世絵師 として紹介されているが,本業は
帳屋であるとかかれている。帳屋とは,江戸時代に帳面や紙 ・筆墨などを売る店であることが,
『守貞漫稿』に説明されている8。
銀鶏は自らの著作の中で大坂での人物との交流を記 している。特に 「街の噂』9においては
上方浮世絵師歌川貞広の挿絵があり,その中には歌舞伎役者を始め狂歌師などの人達との交遊
が描かれている。さらに,浮世絵の賛の中にも銀鶏が,浮世絵関係者 とつなが りがあったこと
を見ることができる。例としてあげる浮世絵は1°,天満屋喜兵衛から出版 されたものであ り,
さらに国広が絵を手がけたものである。浮世絵には銀鶏の次のような賛が記されている。
金花堂主人の需に応 じて 平亭銀鶏
東路に花を咲かせて浪花津に枝葉 も茂 る芸の親玉
天満屋喜兵衛が版元であり,その中に銀鶏が賛を添えていることから,銀鶏 と版元天満屋喜
兵衛との間に少なくとも交流が確認でき,絵師国広ともつながりがあったと仮定する事が出来
る。また賛の中で銀鶏は,金花堂主人に依頼されてと詞書きをしている。天満屋喜兵衛の版元
印には,金 花堂の名を使用 していたものがあり11,天満屋喜兵衛が金花堂の名を使用 している
ことが,こ こか ら確認できる。つまり,この作品を制作する際に,賛 を銀鶏に求めたのは,版
元である天満屋喜兵衛であったことは明 らかである。さらに銀鶏が天満屋喜兵衛から出された
浮世絵に賛を寄せている例を他にも確認 している。
このような銀鶏と天満屋喜兵衛の密接な関係を踏 まえた上で,「銀鶏雑記』の記述を読み返
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すと,国広が帳屋であるという記述がされていることに注目する必要がある。つまり,天満屋
喜兵衛 と銀鶏の関係を前提に考えれば,天満屋喜兵衛が絵師国広であるとした場合,国広を帳
屋であるいう記述が矛盾を帯びて くるといえる。浮世絵を出版する版元の呼び名は,浮世絵に
使用 されている版元印か らは 「板元」「草紙屋」 といったものであ り,帳屋を版元の事とする
例は見 られない。また,銀 鶏の記述 「傍画をなぐさみとして又搨物を請合て本業の助とせ り。」
という 「搨物を請合て」の部分は,国広が本業である帳屋の仕事のかたわら絵 も描き,絵 師と
して版元か ら下絵の依頼も受けることによって,それを本業の助けとしていたと解釈できるの
ではないだろうか。仮 に,国広が天満屋として浮世絵の出版を請け合っていたならば,銀鶏が
大坂に滞在 した時期に天満屋喜兵衛は多 くの浮世絵出版を手がけており,それがはたして請け
合いといえるか矛盾が出るものと考えられる。つまり,銀鶏は天満屋と国広が同一人物だとは
認識 していなかったと考えられる。 したがって,この資料のみでは国広が版元の天満屋喜兵衛
であったとは直接結びつけにくいといえる。
しかし,『銀鶏雑記』だけでなく,同時期に出版されている 『街之噂』においても銀鶏は絵
師国広を 「天満屋国広」 と記 している。なぜ銀鶏は国広を天満屋 と呼んだのか,こ こで結論づ
けることはできない。少なくともこの銀鶏の記述のみによって同一人物であるという実証を行
うことはできないといえる。その上で,国 広の作品のほとんどが天満屋から出版されているこ
とを踏まえれば,「天満屋の」国広 という意味に解釈することもできる。
さらに,国広の居所について も確認 しておきたい。一枚摺 『浪速諸流画人名家案内』の三段
目 「戯士似顔主之部」には,上 方の浮世絵師の名が挙げられており,「戎はし一丁北 丸丈斎
国広」 と記述 されている。 これから浮世絵師国広の住まいは戎橋の北側にあったことがわかる。
先に挙げた 「銀鶏雑記』には,「布袋町」 とある。「布袋町」は天保12年(1841)の「増補大
坂町鑑』 には,「太左衛門ばし北詰一すぢ西,道 とん堀少 し内より北へ」とあり,現在の心斎
橋筋の一筋東側,戎 橋より北側付近であることがわかる。
ここで,両 資料の国広の所在が 「布袋町」「戎はし一丁北」 となっている瓜 戎はし一丁北
は南北に通る筋が違 うものの,東西を通 る通 りは布袋町にあたることがわかる。 さらに浮世絵
の版元印に記 された天満屋喜兵衛の所在,「心斎橋筋菊屋町」および 「心斎橋筋八幡筋」 も,
戎橋の北側である。菊屋町には 『宗 旨人別帳』などの文書が残されてお り,それらの研究から
なる 『近世大坂の家 ・町 ・住民』'zにおいて弘化2年(1845)時点の菊屋町の見取 り図が作成
されており,そこでは八幡筋に天満屋喜兵衛の名を見 ることができる。
この所在の問題 も,当時の表記が筋 と通 りを示すのみであり,かならず しも同一人物説を補
強す るものではない。また,大坂における浮世絵師が職業ではなく副業としていた場合が多 く,
国広 も本業を別に持っていたとするのであれば,版元 と絵師の地理的な近さが関係の近さとな
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る可能性 も想定するべきであろう。
以上のことから,天満屋喜兵衛 と上方の浮世絵師丸丈斎国広の関係をあらためてまとめると,
次の3点 が上げられる。
① 国広の浮世絵の多 くが天満屋喜兵衛か ら出版されている。
② 「銀鶏雑記』にて浮世絵師国広の屋号が天満屋となっている。
③ 住所が近接している。
これらの点からだけでは,天満屋喜兵衛と丸丈斎国広が同一人物であるという確証は得 られて
いるとはいえない。 さらに 『銀鶏雑記』の記述には国広が版元も兼ねていたという点が述べ ら
れていない。
銀鶏の記述がどの程度の信憑性を持 っていたかは,実証が必要であるといえる。『銀鶏雑記』
を収録 した 「浪花の噂話』にて,編者である長友千代治氏は解説の中で,銀鶏の記述について
実証を試み,そ の記述は信用性があることを述べている13。銀鶏の著述が信用できるとすれば,
絵師国広と版元天満屋喜兵衛が同一人物であるにもかかわらず,版元 も兼ねていることを明記
せず,帳 屋であったことをのみを述べている点は不 自然である。
以上天満屋喜兵衛 と絵師国広の関係について,同一人物か否か検証を行 ってきたが,現 時点
では結論を導 くことはできない。本論では版元と絵師の関係から,版元の上方浮世絵出版の意
図を探 る点が主題であるため,こ の同一人物説の問題についてのさらなる検証は今後の課題と
しておきたい。
では,天 満屋喜兵衛がなぜ国広作品を多 く手がけていたのか,版元 と絵師の関係を天満屋喜
兵衛の版元としての視点から考えて行きたい。そこで,現在確認できる天満屋喜兵衛の資料を
追 い,明 らかな点を整理 したい。
2-2天 満屋喜兵衛の浮世絵出版活動
先にも述べたが,上方の浮世絵出版には改印が無かったことから,出版の実態については不
明な点が多 く,版元 自身の資料 も少ない。 しか し,『大坂本屋仲間記録』には,上方浮世絵史
上 における初期に版権に関する訴えがあり,先に挙げた松平論14にも取 り上げられている。そ
こには天満屋喜兵衛の名が現れているので,記 録を追 っていきたい。
多色摺 りの上方浮世絵が出版されるようになった当初,塩 屋長兵衛が出版を独占していた。
塩屋長兵衛 は役者絵本等の出版を行 っていることから,一枚摺りの役者絵は版権侵害として,
他の版元が行 う浮世絵の出版を訴えている。 まず文化12年(1815)11月13日に一枚摺を制作
した綿屋喜兵衛を訴えている。その訴訟が解決 しないまま,文 化13年(1816)2月1日には
仲間外の天満屋喜兵衛他が,役者絵を勝手に出版販売を行 っているとして,再 び塩屋長兵衛が
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訴えを起 こしている。その記述が次の部分である15。
一 塩屋長兵衛 ヨリ,仲間外北久太郎町五丁 目十一屋新介 ・菊屋町天満屋喜兵衛両人之者,
役者似顔姿絵彩色一枚摺,或 ハニ枚 もの等板行,我 儘二彫立売弘候二付,長兵衛方所持,
舞台扇,同 続其外数板之株二差かまい難儀二付,右 両人之者へ度々及駈合候へ共,対 談難
行届,無 是悲御公訴申上度願出候,依 之評議之上年行司ヨリ使ヲ以,両 町町内へ届二遣 し
申候,(後略)
その後,2月19日には天満屋喜兵衛は問題の版木を,塩屋側の立ち会いのもとすべて削り,
残らず絶版 となっている。 しか し,綿屋喜兵衛の版権 に関する訴訟の方は長期にわたっている。
この問題は文化13年12月20日に和解でもってようや く解決をしている。
一 役者似顔一枚摺,此後塩長并天源 ・天安 ・大治郎 ・本清 ・綿喜,都 合六人二而致候事,
万一外方二而姿絵出来候節ハ訳立,五十枚取候ハ ・,塩長へ廿五枚,外五軒へ廿五枚取候
事,勿 論外方へ名前貸候義,又 ハ差向之対談致間敷候事,
という部分から,浮世絵の出版を,塩長 ・天源 ・天安 ・大治郎 ・本清 ・綿喜の六版元によって
行う取り決めがされたことがわかる。
ここに挙げた和解の記述には,天満屋喜兵衛の名前 はない。 しか し,天源 ・天安はそれぞれ
天満屋源次郎 ・天満屋安兵衛の略であり,同 じ天満屋の屋号を使用 している。天源 ・天安から
出された浮世絵はそれぞれ一点ずつ確認 している16。
この部分に登場する天満屋,天 満屋源次郎 ・天満屋安兵衛の関係は,天満屋安兵衛の本屋仲
間への加入申請が行われた記述か ら見ることが出来る。その記述 は寛政5年(1793)2月8
日の項に次のように見られる。
一 天満屋源次郎手代安兵衛,別家加入被致候事
つまり,天安こと天満屋安兵衛は天源の手代であったのが,加入の手続きをしたということに
なる。このほかにも同 じ天満屋の屋号を持つ ものに天満屋久兵衛がおり,天満屋喜兵衛は同じ
くこれら天満屋の一員であったとも考えられる。天満屋喜兵衛は文化13年の訴訟問題の後,
本屋仲間への加入の申請を行っている。安兵衛のように申請の際に 「別家」などの記述はな く,
加入の手続きの記述のみである。 しかし,安兵衛や久兵衛と同 じく兵衛の名が付いていること
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か ら,天満屋喜兵衛は天源の手代であった可能性も考えられる。
以上のことから,天満屋喜兵衛の浮世絵出版の初期は次のようなものであった。
① 天満屋喜兵衛は文化13年(1816)から浮世絵出版を行っている。
② 無許可の出版を行 って,版権侵害で訴えられた。
③ 天源ら同じ天満屋がはじめに許可を得た。
このような経緯を経て,天 満屋喜兵衛は浮世絵出版を始めている。上記②にまとあたたよう
な出版訴訟が行われている点は,版元が商業として成 り立っている可能性を持 っている。つま
り上方浮世絵の出版は,版元として役者絵の需要を視野に入れた活動であると考え られる。
実際の天満屋喜兵衛の浮世絵出版を知る為には,浮世絵の版元印を追 うことになる。そこで
版元印を追 って,天満屋喜兵衛の出版 した浮世絵を見ていきたい。
演劇博物館 ・池田文庫 ・甲南女子大学図書館所蔵品の図録,お よび上方浮世絵館所蔵品から,
天満屋喜兵衛の浮世絵は天保期までの総数が341点となっている17。天満屋から版行された浮
世絵の絵師別の一覧を表に挙げた。
絵師別に見ると国広が最 も多 く,続いて重春 ・北英 となっている。これ らの絵師の活躍時期
から,天満屋は文政期の後半から天保期にかけて最 もよく浮世絵出版を行っているといえる。
版元印は主に天満屋喜兵衛を 「天喜」と略 した屋号 とマークの入った印が使われることが多
く,天満屋の出版の全体を通 して使用されている。 さらに,所在の入った版元印を使用 してい
る事 もあり,それらから,「心斎橋筋菊屋町」'8,「心斎橋筋八幡筋」19に店があったことが考え
られる。当時の心斎橋筋には浮世絵だけでな く版本などの出版を行う版元も軒を並べ,絵 師も
その周辺 に在住 していた。その出版の中心,心 斎橋に天満屋喜兵衛は店を構えていたのである。
以上のような天満屋の動向を踏 まえたうえで,つ ぎに天満屋からほとんどの作品を出版 した
絵師国広の作品について考えてみたい。
2-3絵 師国広について
国広の経歴は先に同一人物説の検証で挙げた 『銀鶏雑記』に見ることが出来るが,その他に
詳 しい経歴は不明である。国広は浮世絵の中で,ほ とんどが国広画 と署名を行 っているが,そ
の他に丸丈斎や滝川の号を使用 している。
その中でも,現在3点 の歌川の号を使用 している作品が確認できている。天保元年(1830)
の作品が2点2°と,天保6年(1835)の作品を1点21,確認 している。黒田源次著 「上方絵一
覧』では,落 款の字体の類似から,国広は江戸の歌川豊国の弟子であるとしている。 しか し,
根拠とな っている國の字の類似が乏 しいため,定 かではない22。国広の作品の署名には,豊 国
門人 という記述は見 られていない。つまり国広が豊国の弟子であったかどうかは疑わしい。
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絵師 天喜版
国広 127
重春 58
北英 40
貞信 25
貞広 16
北洲 ii
よし国 8
芦ゆ き 6
梅国 6
北頂 5
貞芳 5
貞升 4
とし国 4
北潮 2
豊秀 z
清国 z
多美国 z
北明 z
千歌国 i
北鳥 i
信春 1
重広 i
貞春 i
茂広 1
信勝 1
北妙 1
重直 i
春頂 i
信広 1
貞 一 i
歌国 1
国直 1
北松 1
玉国 i
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しか し,当時江戸の最大浮世絵派閥である歌川派の名は大坂にも
十分届いてお り,何 らかの理由をもって使用 したと考えられる。歌
川の署名が作画開始の文化期ではなく,天保期に集中している点か
らも,実際に歌川派の絵師へ入門し修行 したとは考えにくい。天保
期にはさらに,歌川国貞の門人である貞升や貞広との合作作品を確
認できていることから,国広には少なくとも歌川を名のる契機があっ
たと考えられる。
国広の描 く様式は,初期には松平氏が述べているところ23の文化
期の大坂絵らしい大ぶりで24,少々
目鼻立ちのバランスがぎこちない
ところがある。
その後,文 政期から天保期かけ
ては,人物の顔がすっきりとしな
がらも,大坂風の目鼻立ちをした
似顔 にな っている(図1)。国広
は他の上方絵師達 と合作を行って
いるが,上 方での師弟関係を考え
られる絵師は不明である。
しか し,文 政3年(1820)の
「お染久松色読売」で描かれてい
る岩井半四郎は,小 さな目に細い
あごなど顔の描き方が,歌 川派の
特徴的な様式を示 している(図2)
これは,歌川派の影響を示す もの
と思われる。大坂の代表的浮世絵
師春好斎北洲の描 く岩井半四郎図
は,輪郭が歌川派のものにくらべ
ふっくらとしている。対して歌川
豊国の描いた同じく 「お染久松色読売』(図4)は,岩 井半
四郎は小 さな目に細いあごとなってお り,国広の描き方(図
3)が歌川派の様式に近いことがわかる。
この上方浮世絵の 『お染久松色読売』が制作された文政3
図1国 広 「堂島救入浜」上方浮世絵館所蔵
図2国 広 「お染久松色読売」上方浮世絵館蔵
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年は,大坂歌舞伎界に岩井半四郎をはじめとして,松 本幸四
郎 ・坂東三津五郎など江戸の人気役者が来坂 した年である。
このような時期における江戸歌川派様式を採用 した国広の浮
世絵制作は,当 時の浮世絵の享受者達,つ まり歌舞伎の愛好
者達の流行や時勢を汲み取って行われていると言えるのでは
ないだろうか。この後の国広の浮世絵の様式が再び大坂風に
戻 っていることか らも一時的なものであったと考え られる25。
以上,国 広の作品について見てきた。天満屋喜兵衛が版元
として,国 広の作品を数多 く出版 していることは統計で も明
らかであり,それを踏まえて考えると,国広は歌川派様式の
作品を制作 したり,歌川の号を使用す るなど歌川派への接近
が見 られ,あ きらかに江戸の浮世絵界を意識 した制作をおこ
なっている点が確認できる。 この国広の江戸の浮世絵界,特
に歌川派への意識を,版元天満屋喜兵衛の意向というような
側面か ら考えることができるのではないだろうか。その点を
明らかにするために,天満屋喜兵衛の出版に関わるもう一人
の絵師について見ていきたい。
図3図2顔 部分
図4豊 国 「お染久松色読売」上方浮世絵
館所蔵
3.天満屋喜兵衛と歌川貞広の関係
3-1天 満屋喜兵衛と歌川派の関係
天満屋喜兵衛の天保期における出版の特徴は,国広や上方浮世絵師の絵師北洲を師に持つ北
英や重春 ら代表的上方絵師の浮世絵だけでなく,貞広や貞升といった歌川派の浮世絵の出版数
が増えていることである。これには国広の場合 と同様に,天満屋喜兵衛と歌川派の間に何か関
係があった可能性がある。そこで,天 満屋喜兵衛からの出版の中か ら歌川派の浮世絵を中心に
注 目していきたい。
3-2歌 川貞広の浮世絵出版
歌川貞広は歌川派 という江戸最大の浮世絵画派に所属 した浮世絵師であ りながら,主に天保
期に大坂で活躍 した絵師である。貞広の様式には明らかに江戸の歌川派様式とは異なる,上方
の浮世絵様式を意識 した部分が見 られることから,天保期において上方の浮世絵版画は,江 戸
における浮世絵の多様な展開とは別に,独 自の様式を形成 していたと考え られる?6。
浮世絵師歌川貞広の浮世絵作品は現在30点余 りを確認 している。そのうちの約二分の一が
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天満屋喜兵衛から出版されている。 この数字は,一人の絵師が作品を出版する際の,ひ とつの
版元が占める割合 としては珍 しくはないが,中 でも役者絵以外の浮世絵はすべて天満屋喜兵衛
からの出版となっている。天満屋喜兵衛か ら出された,役者絵以外の画題は,に わか図27・人
形遣い図2A・風景図゜9・子ども綬 な゜どである。
これらの出版は,改 印のない上方の浮世絵出版の特質上,ま た役者絵のように上演年代など
による考証が出来ないものであることから,は っきりした制作年代は確認できないが,落款の
字体などから天保期(1830～1842)の貞広の ものと考え られる。天保期の上方浮世絵では貞
広以外には役者絵以外の画題を多 く手がけている絵師は少な く,貞広の特徴といえる31。
にわか図に描かれた 「にわか」とは江戸時代から明治にかけて流行した素人の即興喜劇で,
天保期には通人の座敷芸が発展 し劇場や小屋あるいは寄席などで興行されるようになったもの
である。人形遣い図は人形浄瑠璃の舞台を表 しており,この2点 は舞台 という点で役者絵の延
長線上にあるといえる。にわか図については貞広だけでなく,上方浮世絵師長谷川貞信によっ
て も描かれている:f?。この図 も天満屋喜兵衛からの出版であり,天満屋喜兵衛のこの分野への
出版が貞広の一点だけに限らないことがわかる。
子ども絵は貞広が歌川派で学んだ様式が発揮された図となっている。「子供四季遊」 と題さ
れたこの4枚 は,江戸の浮世絵師歌川国貞や歌川国芳の子供絵と同 く,丸みを持った顔つきや
体で描かれ,天 満屋版 という版元印がなければ,江戸浮世絵と見えるものとなっている。上方
における子供絵の出版がどれほど行われていたか
は,まだ不明だが,そ れほど多 くないといえるだ
ろう3:30
風景画は 「浪花風景」の3点 だけでな く,「東
海道五十三次」のようなシリーズとも考えられる
ものも描かれており(図5),貞広の風景画制作
が展開を持って行われていたと考えられる。天満
屋喜兵衛が風景版画を出版するにあたり,制作に
は貞広との関係が大きく関わっていたと考え られ
る。また,こ の 「東海道五十三次」は 「四日市」
の図一枚のみが確認されているだけであり,他に
は見られない。「四日市」の図の構成は明らかに
歌川広重の 「東海道五十三次」から取られており,
当時江戸で多く制作されていた風景版画か らの影
響を考える必要がある。 図5貞 広 「東海道五十三次 四日市」個人箴
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このほかにも貞広による相撲の力士を描いた浮世絵が,天 満屋喜兵衛から出版されている。
このような貞広が手がけた役者絵以外の浮世絵はすべて天満屋喜兵衛か ら出版されてた点にお
いて,天満屋喜兵衛の版元としての存在が考え られる。
これ ら天満屋喜兵衛版による貞広の役者絵以外への画題は,そ れぞれ一時的なものではなく,
練 り物図がわずかに見られるだけでほとんどが役者絵であった,上方浮世絵の新たな方向性 と
見ることが出来るのではないかと考えられる。その背景には天満屋喜兵衛と貞広の密接な関係
が伺え,さ らなる検討が必要である。
以上,貞 広と天満屋喜兵衛の関係について,役者絵以外の画題への取り組みという視点から
考察 した34。また,先 に挙げた 『銀鶏雑記』では,貞 広は国広と同 じく所在が布袋町とな って
いる。 さらに歌川の号を使用 していることや,国広 との浮世絵合作が見られることなど,貞広
と国広には関係があったであろう事が考えられる。 この点か ら貞広も又,国広 と同じように天
満屋喜兵衛 と密接な関係を持っていたと考えられる。このような関係によって,天満屋喜兵衛
から貞広の多様な浮世絵が生み出されたということは出来る。天満屋喜兵衛は貞広が浮世絵だ
けでなく,銀鶏の読本などの挿絵をも手がけた点を買っていたのかもしれない。
そして,こ のような貞広の様式 と画題の幅についても,その背後には版元としての天満屋喜
兵衛が,江戸の浮世絵を意識して,従来の上方浮世絵にはない試みを関係の深い絵師に依頼 し
たという図式を考えることができるのではないだろうか。
ま と め
以上,天 満屋喜兵衛の浮世絵出版について,国 広と貞広 との関係を中心に考察を してきた。
天満屋喜兵衛が作品の出版を多 く手がけた,絵師国広 と貞広には歌川派という共通点が挙げ
られる。'国広自身の歌川派への入門の確証は得 られていないが,岩井半四郎の図など歌川派を
意識 した作品があり,自身の号にも歌川を使用 した例が見 られることか ら,国広と歌川派には
何 らかの関係があったと見ることはできる。さらに貞広は国貞の弟子として 「豊国先生痙筆之
記碑」 に名があり,銀鶏の版本に挿絵を描 くなど,江戸での活躍 も見 られる絵師である。
江戸の浮世絵界は,天満屋喜兵衛が浮世絵の版元 として名が見え始める文化期には,す でに
歌川豊国を頂点とする歌川派による役者絵が,数 多 く出版されている状況であった。天満屋喜
兵衛は版元 として,江戸における浮世絵出版の状況を考え,自 らの浮世絵の出版を大きく広げ
ようとしていたといえるのではないだろうか。江戸の役者を歌川派風に描いたの作品を国広が
制作している事や,国貞の弟子であった貞広 と様々な画題に取 り組むなど,歌川派 とつながり
を考え合わせると,天満屋喜兵衛の版元 としての意図は,歌川派だけでな く江戸の浮世絵界へ
向かっているように見える35。
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従来の研究において版元の浮世絵出版の意図は歌舞伎愛好者向けの点にあることが強調され
てきた。 しか し,貞広作品の画題の広が りは,天満屋喜兵衛の歌舞伎愛好者以外への視点と捉
えることができる。つまり天満屋喜兵衛と貞広の二人の関係か ら,大坂における浮世絵出版の
意図を,つ まり版元の出版に対する戦略を改めて見直 していく必要が出てきたといえる36。
国広と貞広の二人の絵師との関係からは,天満屋喜兵衛は上方における浮世絵出版の新たな
展開を模索 しているように考えられる。国広や貞広の作品を多 く出版 している点についても,
版元 として一人の絵師をプロデュースするというように見ることが出来れば,あ えて同一人物
としなくて も一人の絵師の作品が天満屋喜兵衛に集中 していることの説明は可能である。
これまで天満屋喜兵衛は絵師国広 との関係が主に論 じられてきたが,貞広の役者絵以外の浮
世絵をすべて手がけている点を考えると,貞広と天満屋喜兵衛の関係にも注目する必要がある。
これは上方における浮世絵出版に対する版元のプロデュースや戦略といった視点に関わるもの
であり,また天保期の上方の浮世絵出版が役者絵だけにとどまらない方向性をも示唆 している。
さらに上方における歌川派などの江戸浮世絵の様式の流入や影響について,版 元の立場から,
つまり絵師の立場からだけではない,販 売を行 う供給の視点からも考える必要があるといえる。
上方における各版元それぞれの意図や戦略を明らかにし,上方浮世絵界の状況を捉えた上で,
天満屋喜兵衛の位置づけを行 うことは今後の課題としたい。
注
1上 方浮世絵の研究は,黒田源次著 『上方絵一覧』以降,昭和40年代より松平進氏によって行われてき
た。上方浮世絵の名称は,松平氏の定義(阪急学園池田文庫 『上方役者絵一覧』解説)による。
2「 上方役者絵の初期」『国語と国文学』68号(1991.6)至文堂/東京大学国語国文学会編
3『 上方浮世絵の再発見』(1999.4講談社)を始め,松平進氏の著述によって取られている説であり,
その説がそのまま採られている場合が多い。F
4天 満屋喜兵衛と絵師国広には何らかの関係があることを示唆した上で,同一人物という可能性も付け
加えている。
5松 平進監修解説 『早稲田大学演劇博物館芝居絵図録4前期上方絵』(1995.4)八木書店
6松 平進著 『上方浮世絵の再発見』(1999,4講談社)より
7平 亭銀鶏著 「難波/金城/在番中銀鶏雑記」中村幸彦 ・長友千代治編 『浪花の噂話』(2003.7汲古書
院)影印より
8『 近世風俗志・守貞漫稿』(2002.12岩波文庫)より
9『 浪速叢書14』(1927浪速叢書刊行会)より
10早稲田大学演劇博物館所蔵 『恋袂二人道成寺』
11阪急学園池田文庫所蔵 「太平記忠臣講釈」他にみえる。
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12乾宏巳著 「近世大坂の家 ・町 ・住民』(2002.6清文堂)よ り
13中村幸彦 ・長友千代治編 『浪花の噂話』(2003.7汲古書院)の解題において,「面談や自宅訪問で取
材 し,正確に写実することを心がけているように思われる」と述べられている。
14註2に 同 じ
15『大坂本屋仲間記録 第3巻 出勤帳』(1975大阪府立中之島図書館)よ り
16甲南女子大学図書館所蔵 「名作切籠曙」(天源)「菅原伝授手習鑑」(天安)
17この調査数は今後増加すると考えられるが,現時点での統計調査を挙げた。
18池 田文庫所蔵 「碁太平記白石噺」
19註11に同じ
20「 上方絵一覧』及び早稲田大学演劇博物館所蔵より
21早 稲田大学演劇博物館所蔵より
22黒 田源次著 『上方絵一覧』東洋書院(1978.12)〔佐藤章太郎商店昭和4年 刊の複製〕
23松 平進 「丸丈斎国広」より(『大阪の研究 第5巻 』(1970)宮本又次編 清文堂出版)
24甲 南女子大学図書館所蔵 「園雪恋組題」など
25こ の東西の歌舞伎役者の交流 と浮世絵の関係については,検証分析が不十分であり,今後の課題とし
ておきたい。
26第55回美学会全国大会における若手研究者フォーラムにて口頭発表をおこなった。
27住 まいの ミュージアム所蔵
28国立劇場所蔵
29フ ィラデルフィア美術館蔵など
30く もん研究所所蔵
31先 に述べた貞広の天満屋喜兵衛後継者説に関しては,国広 と同じく検証する必要がある。今回の課題
はあくまでも版元の出版活動を見ることにあり,歌川貞広については別稿に改める。
32松平進編 『初代長谷川貞信作品一覧』(1997,4和泉書院)より
33上方絵師歌川貞升による子供絵も確認しているが,こ ちらは版元が判明 していない。
34大坂での浮世絵制作において歌舞伎愛好者の存在は無視できないものであり,大部分はその人達に支
えられている世界である。 しかし,本論ではその状況を踏まえた上で,天 満屋喜兵衛から出版されて
いる役者絵以外の画題を取 り上げた。天満屋喜兵衛の役者絵の傾向に対する考察は今後の課題として
おきたい。
35上 方の浮世絵出版は極印による年代特定ができないたあ,天満屋喜兵衛の様々なジャンルへの広がり
は,天保の改革による役者絵の禁止によって中断されたためとも考えることができ,今 後検証が必要
な部分である。 しか し,版元として生き残る戦略 と見ることは十分可能である。
36前 掲した松平進著 『上方浮世絵の再発見』においても,版元が上演時期と出版がずれることによって,
役者絵の売れ行きが左右されることを心配 している点が浮世絵の賛から読み取れるとしている。つま
り版元は商売として浮世絵出版を捉えているといえるだろう。その上においても,天満屋喜兵衛版の
浮世絵画題の広がりは一つの戦略と見ることができる。
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